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伊達宗行先生を偲んで
本 河 光 博 * 〈mmotokawa＠

 

gmail.com〉

伊達宗行先生が，老衰のため去る 2
月 27日，享年 93歳でお亡くなりにな
りました．まさに巨星墜つ，誠に残念
なことです．ここに謹んでご冥福をお
祈り申し上げます．
伊達先生の学問的業績は何といって
も，強磁場物性というジャンルを開拓
され，次々と新しい発見を世に出し，
常に世界をリードしてこられたことで
す．
伊達先生は，旧制二高から東北大学
理学部へ進み，東北大学付属科学計測
研究所で大学院生活を送り，そこでは
フェライトの磁気共鳴でマイクロ波技
術を，そして 1955年東北大学附属金
属材料研究所の助手となり，液体ヘリ
ウム温度の実験技術を身につけられま
した．1959年には請われて大阪大学
理学部の講師として赴任され，CoCl2 ·
6H2Oという物質の反強磁性共鳴にお
いて，異方的交換相互作用という新し
い概念を取り入れ当時標準であった永
宮先生の反強磁性共鳴理論を進歩させ
た形で解決し，1961年理学博士を授
与され，1962年助教授，1964年には
弱冠 34歳で教授となられました．
伊達先生は大阪大学着任時に，幅広
く実験を進めるには強い磁場が必要と
考えられ，小型のパルス磁場発生装置
を作られました．これで反強磁性共鳴
が観測されましたが，イジングスピン
系のCoCl2 ·2H2Oという物質でスピン
波励起とは異なる局所的な励起，スピ
ンクラスター共鳴であるという全く新
しい概念を提唱され，国際的に高い評
価を受けられました．この業績により，
松永賞，及び仁科記念賞が授与されま
した．
伊達先生はさらに強い磁場を作るに
あたり，その限界を求める考察を行い，
コイルのサイズに対して発生磁場は対
数的に増加することを見つけられまし

た．つまり原理的には無限大の磁場を
作ることが可能ということです．しか
し現実には 100テスラが限界というこ
とで，1970年に理学部付属強磁場実
験施設を立ち上げ，強磁場利用を国内
外の研究者にも開放し，共同研究を通
じて多くの新しい知見を得ることに成
功しました．特に強相関物質の強磁場
中相転移の研究では多くの成果を得る
ことができました．これを機に世界中
に強磁場物性の研究の機運が高まり伊
達先生は常にその中心として，リー
ダーシップをとり続けられました．こ
れらの学術的評価によって，1991年
に藤原賞及び紫綬褒章が授与されてい
ます．また定年の一年前には理学部長
を引き受けられ最後まで大阪大学理学
部の発展に尽くされ，1993年惜しま
れながら定年退職されました．
一方学外においては物理学研究連絡
委員会の委員を手始めに，第 14期の
1988年から日本学術会議会員に選ば
れ，特に第 16期の 1994年から 1997年
の 3年間は第 4部の部会長として活躍
されました．また 1991年から 1995年
の 4年間は物理学会の副会長・会長と
してその任務に当たられました．特に
印象に残っているのは，決議 3につい
て，その基本精神を損なうことなく具
体的な取り扱い方法を定めるという難
しい問題を解決されたことです．1993
年には定年と同時に日本原子力研究所
に新しく設立された先端基礎研究セン
ターの初代センター長を引き受けられ，
研究所の中の基礎研究グループの再編
や斬新なアイデアを求める黎明研究の
公募など日本原子力研究所の基礎研究
の発展に寄与されました．それと並行
して新世代研究所の理事を 1986年か
ら引き受けられ，2003年には理事長
として 2020年まで，研究会を通じて
科学技術の啓発活動や若手研究者育成
の研究助成などその運営を担ってこら
れました．

このような業績が大きく評価され，
2000年に勲二等瑞宝章が授与されま
した．
伊達先生は物理学の世界のみならず，
広く科学技術の発展に尽くされました
が，一貫して言えることは，事に臨ん
で綿密に構想を練り，自分の考えを確
立し，そして強力な実行力を発揮する
というやり方ではなかったかと思われ
ます．
あまりよく知られていませんが，伊
達先生はアルスの会のメンバーとして
も活躍されていました．この会は科学
を文化の面からとらえるという同好の
志の集まりですが，ここでも伊達先生
はいくつかの持論を展開しておられま
した．
最後に，晩年には「仙台藩志会」会
長として郷土文化に関わっておられま
した．
伊達先生は非常に能文家であり，論
文を書くにあたっても頭から書き下し，
書き終わった時には完成しているとい
う技をお持ちでした．それゆえ論文以
外でも，特に定年後はたくさんの啓発
書が出版されました．また趣味の将棋
では，江戸時代から解けなかった詰め
将棋を解いたと自慢されていました．
このような多才な伊達先生を失った
ということは，我々にとって大きな損
失であるといわざるを得ません．
伊達先生どうか安らかにお眠りくだ
さい．
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